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は
じ
め
に

近
代
の
太
閤
記
物
上
演

文
楽
に
お
け
る
日
清
・
日
露
戦
争
物

時
局
物
「
薫
梅
忠
義
魁
」

ま
と
め

は
じ
め
に

　

第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
ま
で
の
日
本
の
近
代
史
は
、
強
い
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
を
特
徴
と
し
て
い
る
。

（
１
）
そ
し
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
国
民

の
戦
争
理
解
を
得
る
た
め
、
ま
た
、
戦
意
を
称
揚
す
る
た
め
に
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
的
な
文
学
作
品
や
古
典
芸
能
を
含
む
演
劇
作
品
が
次
々
に
生

み
出
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
夙
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
浪
花

節
に
つ
い
て
は
兵
藤
裕
巳
『〈
声
〉
の
国
民
国
家
―
浪
花
節
が
創
る
日

本
近
代
』

（
２
） 

が
あ
り
、
歌
舞
伎
に
つ
い
て
は
、
神
山
彰
や
矢
内
賢
二
を

は
じ
め
と
す
る
諸
論
考
が
あ
る
。
し
か
し
、
時
局
物
の
み
を
取
り
上

げ
た
単
著
と
し
て
は
、
Ｊ
・
ブ
ラ
ン
ド
ン
『K

abuki ,s forgotten war: 
1931-1945

』（H
onolulu U

niversity of H
awaii

、
二
〇
〇
九
年
）

の
他
は
見
当
た
ら
な
い
。
義
太
夫
節
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
（
以
下
浄
瑠
璃

と
略
す
）
で
は
「
三
勇
士
名
誉
肉
弾
」
が
著
名
で
あ
る
が
、
こ
の
他
に

も
多
く
の
時
局
物
が
上
演
さ
れ
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
は
、
ほ

と
ん
ど
上
演
さ
れ
て
い
な
い
。

　

時
局
物
を
含
め
、
明
治
期
以
降
に
作
ら
れ
た
文
楽
の
新
作
は
、「
壺

坂
観
音
霊
験
記
」
な
ど
の
一
部
の
例
外
を
除
い
て
は
、
個
別
的
な
作
品

研
究
は
多
く
な
い
。
富
岡
泰
氏
は
、
時
局
物
に
つ
い
て

作
品
的
に
も
「
新
歌
舞
伎
」
と
い
う
一
ジ
ャ
ン
ル
を
形
成
す
る

歌
舞
伎
と
比
較
す
る
と
、
人
形
浄
瑠
璃
の
明
治
以
降
の
作
品
は
、

近
代
文
楽
の
太
閤
記
物
と
時
局
物
上
演
に
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
そ
の
展
開
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質
的
に
も
量
的
に
も
劣
っ
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。（
中
略
）

言
っ
て
み
れ
ば
「
愛
国
行
進
曲
」
の
よ
う
な
戦
中
の
戦
意
高
揚

歌
の
浄
瑠
璃
版
と
見
て
間
違
い
は
無
く
、
こ
れ
ら
が
歌
謡
曲
史

か
ら
黙
殺
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
人
形
浄
瑠
璃
史
に
と
っ
て
、

内
容
を
吟
味
す
る
ほ
ど
の
価
値
は
無
い
。

（
３
） 

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
時
局
物
の
作
品
は
、
戯
曲
と
し
て
見
る

べ
き
内
容
が
あ
る
作
で
は
な
く
、
ま
た
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
再

演
さ
れ
な
い
作
品
が
多
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
は
「
忘
れ
ら
れ
た
」
存

在
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
文
楽
近
代
史
の
忘
れ
ら
れ
た

側
面
に
は
、
歌
舞
伎
や
そ
の
他
の
芸
能
同
様
に
、
浄
瑠
璃
史
全
体
を

検
討
す
る
に
当
た
っ
て
重
要
な
課
題
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
近
年
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
非
常
に
流
行
し
た
「
肉

弾
三
勇
士
」
に
つ
い
て
の
演
劇
作
品
の
研
究
が
緒
に
つ
き
、
浄
瑠
璃

「
三さ

ん
ゆ
う
し
ほ
ま
れ
の
に
く
だ
ん

勇
士
名
誉
肉
弾
」
も
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
（
４
）
し
か
し
、「
三
勇
士
名
誉

肉
弾
」
に
先
行
し
て
上
演
さ
れ
た
日
清
・
日
露
戦
争
に
関
わ
る
時
局
物

浄
瑠
璃
の
先
行
研
究
は
あ
ま
り
見
あ
た
ら
な
い
。

（
５
） 

ま
た
、
時
局
物
な

ど
の
新
作
に
限
ら
ず
、
古
典
作
品
で
も
戦
時
中
に
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
的
色
彩
を
帯
び
て
上
演
さ
れ
た
作
品
も
あ
り
、
そ
の
一
例
と
し
て

は
、
太
閤
記
物
作
品
群
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
文
楽
の
舞

台
上
で
は
な
く
、
素
浄
瑠
璃
で
の
み
流
行
し
た
日
露
戦
争
の
時
局
物

「
薫

か
お
る
う
め
ち
ゅ
う
ぎ
の
さ
き
が
け

梅
忠
義
魁
」
も
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
近
代
文
楽
に
見
ら
れ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
見
ら
れ

る
「
忘
れ
ら
れ
た
」
諸
作
品
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
は
日

清
・
日
露
戦
争
物
の
時
局
物
浄
瑠
璃
の
具
体
例
を
確
認
し
つ
つ
、
新
作

だ
け
で
は
な
く
、
古
典
作
品
や
素
浄
瑠
璃
な
ど
を
含
め
て
近
代
文
楽
に

表
わ
れ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
近
代
日
本
の
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
渦
の
中
で
、
封
建
主
義
的
思
想
の
作
品
を
上
演
す
る

こ
と
が
専
ら
で
あ
っ
た
文
楽
が
、
当
時
の
「
現
在
」
を
生
き
る
演
劇
と

し
て
ど
の
よ
う
に
当
時
の
社
会
の
動
き
に
対
応
し
、
そ
こ
に
表
わ
れ
る

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
を
確
認
し
た

い
。

近
代
の
太
閤
記
物
上
演

　

浄
瑠
璃
史
に
お
い
て
、
寛
政
期
の
復
興
は
重
要
事
項
の
一
つ
と
認
識

さ
れ
て
い
る
。

（
６
）
そ
し
て
、
寛
政
期
の
復
興
で
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
た

の
は
、
太
閤
記
物（

７
）の
作
品
群
で
あ
る（
８
）。
天
明
末
か
ら
寛
政
期
に
か
け
て
、

上
方
の
歌
舞
伎
・
浄
瑠
璃
興
行
界
は
、
天
明
前
期
以
前
と
は
比
べ
も
の

に
な
ら
な
い
ほ
ど
大
量
の
太
閤
記
物
作
品
を
上
演
し
た（

９
）。 

そ
の
頃
に

浄
瑠
璃
で
初
演
さ
れ
た
「
彦
山
権
現
誓
助
剣
」
や
「
絵
本
太
功
記
」、

「
木
下
蔭
狭
間
合
戦
」
な
ど
の
傑
作
・
佳
作
は
、
現
在
で
も
伝
承
さ
れ
、

度
々
舞
台
に
か
け
ら
れ
て
い
る
。
更
に
、
平
凡
社
『
歌
舞
伎
事
典
』
の

太
閤
記
物
の
項
（
佐
藤
彰
執
筆
）
で
は
、
近
代
以
降
の
歌
舞
伎
の
太
閤

記
物
に
つ
い
て
、

歌
舞
伎
で
は
、
寛
政
七
年
三
月
江
戸
・
桐
座
《
時

と
き
は
い
ま
く
る
わ
の

今
廓
花は
な
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道み
ち

》、
文
化
五
年
の
南
北
作
《
時と
き
も
き
き
ょ
う
し
ゅ
っ
せ
の
う
け
じ
ょ
う

桔
梗
出
世
請
状
》
の
ほ

か
、
明
治
期
に
多
く
、
黙
阿
弥
の
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年

《
音

お
と
に
ひ
び
く
せ
ん
な
り
ひ
さ
ご

響
千
成
瓢
》《
出
世
娘
瓢ひ
さ
ご
の
か
ん
ざ
し

簪
》、
明
治
一
五
年
《
張
扇
子

朝
鮮
軍
記
》
な
ど
。
三
世
河
竹
新
七
に
は
、
明
治
一
七
年
《
種

瓢
真
書
太
閤
記
》
の
ほ
か
、
翌
年
に
は
《
花
見
時
瓢
太
閤
記
》

が
あ
る
。
福
地
桜
痴
に
は
、
明
治
二
四
年
《
太
閤
軍
記
朝
鮮
巻
》

が
あ
る
。

と
、
寛
政
期
だ
け
で
は
な
く
、
明
治
期
に
も
多
く
の
太
閤
記
物
が
上
演

さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。「
張
扇
子
朝
鮮
軍
記
」・「
種
瓢
真
書
太

閤
記
」・「
花
見
時
瓢
太
閤
記
」
は
市
村
座
、「
太
閤
軍
記
朝
鮮
巻
」
は

歌
舞
伎
座
で
初
演
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
佐
藤
氏
が
挙
げ
た
明
治
期
上

演
の
太
閤
記
物
の
代
表
作
は
、
す
べ
て
東
京
で
上
演
さ
れ
て
い
る
。
大

阪
は
近
世
以
来
、
太
閤
贔
屓
で
知
ら
れ
て
お
り
、
い
わ
ば
太
閤
記
物
の

本
場
で
あ
る
。
そ
の
大
阪
の
浄
瑠
璃
で
の
主
要
な
太
閤
記
物
作
品
の
上

演
頻
度
を
近
世
と
近
代
と
で
比
較
す
る
と
、
近
代
に
入
っ
て
上
演
頻
度

が
増
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
具
体
的
に
は
、「
絵
本
太
功
記
」
は
、

近
世
期
で
は
上
演
数
百
七
十
一
回
、
お
よ
そ
六
百
三
十
作
品
ほ
ど
あ
る

全
浄
瑠
璃
作
品
の
中
で
、
六
位
の
上
演
回
数
で
あ
る
。）

10
（

こ
れ
が
近
代

（
明
治
・
大
正
期
）
で
は
、
全
体
の
二
位
（
総
上
演
数
四
十
八
回
、
内

通
し
上
演
四
十
四
回
）
と
な
っ
て
い
る
。
同
様
に
、
近
世
期
に
は
、
上

演
数
六
十
五
回
で
三
十
九
位
で
あ
っ
た
「
木
下
蔭
狭
間
合
戦
」
は
、
近

代
で
は
三
十
四
位
（
総
上
演
数
二
十
四
回
（
通
し
：
二
十
三
回
））
で

あ
る
。
ま
た
、
太
閤
記
物
関
連
作
と
い
う
べ
き
加
藤
清
正
を
主
人
公

と
し
た
大
坂
落
城
物
の
「
八
陳
守
護
城
」
は
、
近
世
期
の
四
十
八
位

（
五
十
四
回
）
か
ら
近
代
で
は
十
八
位
（
三
十
一
回
（
通
し
：
二
十
回
））

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
も
近
代
に
は
よ
り
頻
繁
に
上
演
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、「
彦
山
権
現
誓
助
剣
」
は
、
近
世
期
二
十

位
（
九
十
六
回
）
か
ら
近
代
で
は
二
十
七
位
（
二
十
七
回
、
す
べ
て
通

し
上
演
）
と
順
位
を
落
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
通
し
興
行
を
専
ら

と
す
る
近
世
の
興
行
方
式
と
、
通
し
お
よ
び
半
通
し
に
中
幕
や
切
浄
瑠

璃
を
付
け
る
こ
と
が
常
態
化
す
る
近
代
と
の
興
行
方
式
と
の
違
い
に
よ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
近
代
で
は
通
し
で
は
一
度
も
上
演

さ
れ
て
い
な
い
「
新
版
歌
祭
文
」
や
「
心
中
天
の
網
島
」
が
、
近
代
で

は
上
位
に
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
付
け
物
と
し
て
の
み
上
演
さ
れ
る

作
品
を
除
外
し
て
勘
案
す
れ
ば
、「
彦
山
権
現
誓
助
剣
」
の
通
し
と
し

て
の
上
演
頻
度
は
さ
し
て
下
が
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う

に
、
歌
舞
伎
同
様
に
浄
瑠
璃
に
お
い
て
も
近
代
に
お
い
て
主
要
な
太
閤

記
物
作
品
の
上
演
頻
度
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
太
閤

記
物
は
、
近
世
の
寛
政
期
と
近
代
と
の
二
度
に
わ
た
っ
て
流
行
し
て
い

る
の
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

宮
田
氏
は
、
近
代
に
太
閤
記
物
が
多
く
上
演
さ
れ
て
い
る
理
由
に
つ

い
て
、
徳
川
政
権
が
倒
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
は
遠
慮
が

あ
っ
た
豊
臣
氏
の
事
績
を
正
面
か
ら
取
り
組
め
る
状
況
に
な
っ
た
の
だ

ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。）

11
（

ま
た
、
近
年
で
は
井
上
泰
至
氏
が
、
近
代
の

征
韓
論
が
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
と
か
ら
め
て
論
ぜ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
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に
つ
い
て
、「
新
聞
論
説
で
は
、
日
清
戦
争
の
正
当
性
を
問
題
に
す
る

場
合
に
お
い
て
も
、
朝
鮮
の
役
と
か
ら
め
た
議
論
や
、
西
郷
の
遺
志
を

果
た
す
と
い
っ
た
見
方
が
流
布
し
た
し
（
中
略
）
戦
争
報
道
の
情
報
が

検
閲
に
よ
っ
て
少
な
い
な
か
、
朝
鮮
の
役
の
小
説
化
は
、
戦
勝
に
沸
き

立
つ
読
者
の
情
報
へ
の
渇
望
を
満
た
す
側
面
が
あ
っ
た
。」）

12
（

と
指
摘
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
明
治
以
降
の
人
間
に
と
っ
て
、
豊
臣
秀
吉
の

朝
鮮
出
兵
は
、
思
想
的
に
、
政
治
的
に
、
そ
し
て
日
清
戦
争
な
ど
の

ニ
ュ
ー
ス
の
代
用
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
に
お
い
て
、
近
世
期
の
人

間
よ
り
は
る
か
に
現
実
的
な
必
要
性
を
持
っ
て
コ
ミ
ッ
ト
さ
れ
て
い

た
。
演
劇
に
お
け
る
近
代
の
太
閤
記
物
の
再
流
行
の
背
景
に
も
、
こ
の

よ
う
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
繋
が
る
思
想
が
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難

く
な
い
。
そ
し
て
、
近
代
の
太
閤
記
物
再
流
行
の
底
流
に
あ
る
よ
う
な

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
、
よ
り
露
骨
に
現
れ
て
い
る
の
は
、
戦
争
に
材
を

と
っ
た
い
わ
ゆ
る
時
局
物
の
作
品
で
あ
ろ
う
。

文
楽
に
お
け
る
日
清
・
日
露
戦
争
物

　

明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
七
月
に
日
清
戦
争
が
開
戦
す
る
と
、

日
本
は
平
壌
・
大
連
・
旅
順
な
ど
で
勝
利
を
お
さ
め
、
翌
年
三
月
ま
で

に
遼
東
半
島
を
制
圧
し
て
、
翌
月
四
月
に
講
和
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。

こ
の
日
清
戦
争
を
当
て
込
ん
だ
人
形
浄
瑠
璃
が
、
明
治
二
十
七
年
九
月

の
稲
荷
座
で
行
な
わ
れ
た
引
抜
「
日
清
開
戦
覗
の
機
」
で
あ
る
。
本
作

の
テ
キ
ス
ト
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
、
番
付）

13
（

に
よ
れ
ば
建
て
狂
言
で
あ

る
「
伊
賀
越
道
中
双
六
」
の
中
で
、
劇
中
劇
的
に
日
清
戦
争
の
時
局
物

を
上
演
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
現
在
で
も
「
伊
賀
越
道
中
双
六
」

中
に
引
き
抜
き
で
「
団
子
売
り
」
を
上
演
す
る
こ
と
が
ま
ま
あ
る
よ
う

に
、
こ
の
時
も
「
伊
賀
越
道
中
双
六
」
の
「
新
関
所
の
段
」
中
に
、
引

き
抜
き
で
「
日
清
開
戦
覗
の
機
」
の
「
海
戦
日
本
全
勝
の
場
」
と
、
続

く
「
落
人
の
段
」
を
見
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
番
付
に
は
「
此

所
新
工
夫
大
道
具
入
ニ
て
御
覧
ニ
入
候
」
と
も
書
か
れ
て
お
り
、
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
、
軍
艦
同
士
の
海
戦
の
様
子
を
大
道
具
の
仕
掛
け
な
ど

で
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
に
演
出
し
た
場
面
が
売
り
物
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
続

い
て
翌
月
の
同
座
で
も
、「
日
本
大
勝
利
国
誉
」
と
い
う
日
清
戦
争
物

が
切
狂
言
と
し
て
上
演
さ
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
テ
キ
ス
ト
は
未
詳
で

あ
る
た
め
、
番
付
か
ら
読
み
取
れ
る
断
片
的
な
情
報
か
ら
類
推
す
る

に
、「
第
一　

韓
人
軍
囃
し
の
場
」、「
第
二　

左
迯
将
隠
家
の
場
」、「
第

三　

平
壌
清
軍
敗
睦

（
マ
マ
）の
場
」、「
第
四　

左
宝
貴
生
捕
の
場
」、「
第
五   

日
本
勝
利
焼
討
の
場
」
と
い
う
五
場
構
成
の
作
品
で
あ
る
。
番
付
で
第

五
の
段
名
の
脇
に
、「
此
所
人
形
惣
出
に
て
御
覧
に
入
申
候
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
人
形
が
大
勢
舞
台
並
ん
だ
華
や
か
な
切
狂
言
で
あ
っ
た
こ

と
が
推
測
さ
れ
る
。
文
楽
の
舞
台
で
上
演
さ
れ
た
日
清
戦
争
物
の
浄
瑠

璃
は
、
九
月
の
「
日
清
開
戦
覗
の
機
」
と
十
月
の
「
日
本
大
勝
利
国
誉
」

の
二
作
に
と
ど
ま
る
が
、
両
作
共
に
新
作
に
長
じ
た
五
世
竹
本
弥
太
夫

と
二
世
豊
澤
団
平
が
出
演
し
て
い
る
稲
荷
座
で
上
演
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
注
目
さ
れ
る
。

　

続
い
て
日
露
戦
争
の
時
局
物
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。
日
露
戦
争

は
、
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
二
月
に
宣
戦
布
告
、
開
戦
し
た
。
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文
楽
興
行
界
の
反
応
は
日
清
戦
争
時
よ
り
も
迅
速
で
あ
り
、
翌
月
の
明

治
三
十
七
年
三
月
に
は
、
文
楽
座
で
「
日
露
戦
争
」
を
当
て
込
ん
だ
作

品
が
上
演
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
三
十
七
年
三
月
文
楽
座
の
番

付
上
で
は
、「
伊
賀
越
道
中
双
六
」
の
通
し
が
あ
り
、
そ
の
切
に
「
勢

州
阿
漕
浦
」
が
つ
い
た
上
演
に
見
え
る
。
し
か
し
、
番
付
の
人
形
役
名

に
は
「
露
国
砲
撃
長
」
や
「
コ
ー
レ
ツ
艦
長
」
な
ど
の
ロ
シ
ア
人
の
役

名
が
み
え
る
。
ま
た
、『
義
太
夫
年
表
』
明
治
篇
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

道
具
帖
に
は
「
引
き
抜
き　

日
露
戦
争
」
と
注
記
の
あ
る
場
面
が
描
か

れ
て
い
る
。）

14
（

明
治
二
十
七
年
九
月
稲
荷
座
の
「
伊
賀
越
道
中
双
六
」
中

に
引
き
抜
き
で
「
日
清
開
戦
覗
の
機
」
を
み
せ
た
時
と
同
じ
方
法
で
、

「
伊
賀
越
道
中
双
六
」
中
の
劇
中
劇
と
し
て
日
露
戦
争
物
を
上
演
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
道
具
帖
に
よ
れ
ば
、「
伊
賀
越
道
中
双
六
」
の
新

関
所
の
段
の
後
、「
引
き
抜
き
」
で
「
仁
川
」
の
海
戦
風
景
を
見
せ
、

そ
の
後
二
度
場
面
転
換
を
行
っ
た
後
に
、「
万
歳
」
を
上
演
し
て
か
ら

「
伊
賀
越
道
中
双
六
」
竹
藪
の
段
に
戻
っ
て
い
る
。「
仁
川
」
の
場
か
ら

「
万
歳
」
ま
で
四
場
構
成
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。「
引
き
抜
き　

日
露

戦
争
」
の
二
枚
目
の
道
具
帖
の
図
の
余
白
に
は
、「
花
火
ニ
て　

人
形

な
し
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
海
戦
の
場
面
は
、
人
形
を
出
さ
ず

に
大
道
具
や
花
火
を
使
用
し
て
日
露
戦
争
の
海
戦
風
景
を
演
出
し
た
の

で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
翌
月
四
月
に
も
再
度
「
日
露
戦
争
」
物
が
上
演
さ
れ
て
い
る
。

こ
ち
ら
も
番
付
の
演
目
か
ら
は
日
露
戦
争
物
が
上
演
さ
れ
た
か
ど
う
か

は
判
断
で
き
な
い
が
、
人
形
役
割
に
ロ
シ
ア
人
の
名
前
が
あ
る
こ
と

や
、
道
具
帖
の
絵
か
ら
日
露
戦
争
物
を
上
演
し
た
こ
と
が
伺
え
る
。
こ

の
時
は
、「
彦
山
権
現
誓
助
剣
」
を
「
毛
谷
村
」
ま
で
を
通
し
て
上
演

し
た
後
、「
染
模
様
妹
背
門
松
」
の
「
生
玉
の
段
」
を
上
演
し
、
そ
の

返
し
の
後
に
、「
引
き
抜
き
（
日
露
戦
争
）」
を
上
演
し
た
。
三
月
の
上

演
も
、
四
月
の
上
演
も
、
と
も
に
テ
キ
ス
ト
が
な
く
、
詳
し
い
上
演
内

容
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
断
片
的
な
情
報
の

中
に
道
具
に
関
す
る
記
述
が
多
い
こ
と
か
ら
、
日
清
戦
争
物
も
日
露
戦

争
物
も
、
引
抜
き
や
花
火
、
か
ら
く
り
を
多
用
し
て
戦
争
の
様
子
を
み

せ
る
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
な
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
特
に
日
露
戦
争
物
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
人
形
入
で
の

上
演
で
は
な
く
、
素
浄
瑠
璃
と
し
て
巷
間
で
非
常
に
人
気
の
高
い
作
品

が
あ
っ
た
。『
義
太
夫
年
表
』
明
治
篇
「
注
追
加
」
に
は
そ
の
素
浄
瑠

璃
の
作
品
に
つ
い
て
「
備
考　

卅
七
年
二
月
七
日
、
日
露
海
戦
▽
コ
ノ

頃
、
第
一
回
旅
順
港
閉
鎖
隊
ノ
犠
牲
者
海
軍
水
兵
梅
原
健
三
ノ
事
績
ヲ

扱
ツ
タ
「
薫
梅
忠
義
魁
」
梅
原
留
守
宅
ノ
一
段
（
村
松
柳
江
作
、
彌
太

夫
補
作
並
ニ
節
付
、
浄
瑠
璃
雑
誌
第
三
六
號
収
録
）
素
義
ノ
間
ニ
流
行

ス
ル
〔
藝
〕」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
「
薫
梅
忠
義
魁
」
に
つ
い
て
は
、

実
際
に
語
っ
た
素
人
義
太
夫
の
記
事
が
あ
る
。
す
こ
し
冗
長
で
は
あ
る

が
該
当
部
分
を
引
用
す
る
。

こ
れ
は
私
が
一
生
涯
の
思
出
話
と
し
て
是
非
申
上
げ
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
、
そ
れ
は
梅
原
の
新
浄
瑠
璃
の
事
で
ご
ざ
り
ま
す
。

　

日
露
戦
争
の
旅
順
港
閉
塞
隊
第
一
の
戦
死
者
に
、
大
阪
府
下
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か
ら
梅
原
健
三
氏
を
出
し
た
事
は
、
名
誉
此
上
も
な
く
、
到
る

所
こ
の
噂
で
一
ぱ
い
で
あ
り
ま
し
た
。
師
匠
は
非
常
に
感
激
せ

ら
れ
、
日
な
ら
ず
梅
原
内
の
段
を
作
ら
れ
ま
し
た
。（
編
者
云
ふ
、

こ
の
作
は
モ
ト
大
阪
朝
日
新
聞
社
に
居
ら
れ
、
当
時
東
京
在
住
の

柳
江
村
松
恒
一
郎
氏
に
嘱
し
て
得
た
『
薫
梅
忠
義
魁
、
梅
原
健

三
内
の
段
』
一
齣
で
、
彌
太
夫
は
多
少
の
加
筆
と
作
章
を
施
し

た
）（
中
略
）
時
に
ち
や
う
ど
、
旅
順
へ
第
二
の
派
遣
隊
で
あ
つ

た
で
せ
う
、
出
發
命
令
下
り
市
内
各
所
に
宿
泊
い
た
さ
れ
、
町

は
大
變
な
歓
待
ぶ
り
で
、
毎
日
毎
夜
、
浄
瑠
璃
や
浪
花
節
な
ど

を
慰
安
の
為
に
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
こ
の
梅
原
を
持
つ
て
一

夜
に
二
軒
三
軒
と
掛
持
ち
で
語
り
廻
り
ま
し
た
。
続
い
て
第
三

第
四
の
派
遣
隊
の
方
々
に
も
、
梅
原
を
第
一
に
、
赤
垣
、
鎌
腹

な
ど
を
狂
奔
し
て
語
り
廻
つ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。
遂
に
正
月

二
日
旅
順
陥
落
と
な
り
、
い
よ
〳
〵
梅
原
の
新
作
が
八
方
に
飛
ぶ

や
う
に
流
行
し
て
、
私
以
外
に
語
ら
れ
る
方
も
追
々
に
増
し
て

参
り
ま
し
た
。（
中
略
）
こ
の
梅
原
の
浄
瑠
璃
は
、
こ
れ
以
後
一

層
素
人
仲
間
に
持
て
囃
さ
れ
、
大
變
に
は
や
り
出
し
ま
し
た
為

め
、
五
行
本
に
も
刷
ら
れ
發
行
さ
れ
る
や
う
に
な
り
ま
し
た
の

は
、
實
に
珍
し
い
話
と
し
て
今
に
評
判
さ
れ
て
居
り
ま
す
。
こ

の
新
作
を
始
め
て
稽
古
し
て
い
た
ゞ
い
た
と
い
ふ
事
が
、
則
ち

私
の
忘
れ
ら
れ
ぬ
師
匠
へ
の
思
出
の
第
一
な
の
で
あ
り
ま
す
。）

15
（

 

　

素
浄
瑠
璃
の
た
め
に
作
ら
れ
、
文
楽
の
舞
台
で
は
演
じ
ら
れ
な
か
っ

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
五
行
本
ま
で
刷
ら
れ
る
ほ
ど
流
行
し
た
作
は
、
類

例
を
見
な
い
。
前
述
し
た
四
件
の
人
形
入
の
上
演
も
、
そ
れ
な
り
に
評

判
が
良
か
っ
た
た
め
に
、
二
ヶ
月
連
続
で
時
局
物
を
上
演
し
た
の
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
そ
の
後
に
再
演
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
テ
キ
ス

ト
が
出
版
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。「
薫
梅
忠
義
魁
」
は
、「
三
勇
士

名
誉
肉
弾
」
に
先
行
す
る
時
局
物
の
当
た
り
演
目
で
あ
る
。
こ
の
「
薫

梅
忠
義
魁
」
つ
い
て
少
し
詳
し
く
考
察
し
、
近
代
に
お
い
て
流
行
し
う

る
時
局
物
に
は
ど
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
の
か
を
確
認
し
た
い
。

時
局
物
「
薫
梅
忠
義
魁
」

　
「
薫
梅
忠
義
魁
」）
16
（

の
原
作
者
村
松
柳
江
は
、
本
名
を
村
松
恒
一
郎
と

い
う
。
先
に
触
れ
ら
れ
た
と
お
り
、
朝
日
新
聞
の
記
者
で
あ
っ
た
が
、

政
治
小
説
な
ど
の
執
筆
も
手
が
け
た
人
で
あ
る
。
後
に
は
国
政
に
参
加

し
、
記
者
や
小
説
家
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
政
治
家
と
し
て
名
を
残
し

た
。）

17
（

補
作
と
節
付
は
五
世
竹
本
弥
太
夫
で
あ
る
。
本
作
は
、
当
時
素
人

義
太
夫
の
同
人
誌
的
雑
誌
で
あ
っ
た
『
浪
花
名
物

浄
瑠
璃
雑
誌
』
第
三
十
六
号

（
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
八
月
）
に
書
き
下
ろ
さ
れ
た
。「
薫
梅

忠
義
魁
」
は
、
こ
の
『
浄
瑠
璃
雑
誌
』
の
後
、
明
治
三
十
八
年
に
活
字

本
『
浄
瑠
璃
名
作
集
』）

18
（

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
次
い
で
、
明
治
四
十
二

年
版
の
五
行
本
「
日
露
戦
記

薫か
お
る
う
め
ち
ゅ
う
ぎ
の
さ
き
が
け

梅
忠
義
魁　

梅
原
住
家
段
」
が
あ
る
。
ま

た
、
刊
行
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
の
他
に
、
大
阪
市
立
中
央
図
書
館
の
弥
太

夫
文
庫
に
弥
太
夫
直
筆
の
床
本
が
三
種
収
め
ら
れ
て
お
り
、）

19
（

淡
路
人
形

浄
瑠
璃
館
に
も
写
本
が
あ
る
。）

20
（

弥
太
夫
文
庫
の
筆
写
本
か
ら
は
、
多
く
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の
語
句
の
訂
正
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
弥
太
夫
が
積
極
的

に
本
文
の
作
成
に
関
わ
っ
た
こ
と
も
推
定
さ
れ
る
。

　
「
薫
梅
忠
義
魁
」
の
あ
ら
す
じ
を
略
述
し
て
お
く
。

　

太
秦
村
の
梅
原
健
三
の
家
で
は
、
病
身
の
父
竹
次
郎
を
始
め
、
母

お
春
や
妹
、
幼
い
弟
宗
雄
な
ど
が
慎
ま
し
く
暮
ら
し
て
い
る
。
長
男

健
三
は
、
三
年
前
か
ら
軍
隊
に
入
っ
て
お
り
、
現
在
は
日
露
戦
争
に

出
征
し
て
い
る
。
父
は
日
露
戦
争
海
戦
の
様
を
夢
に
見
る
。
健
三
の

身
が
案
じ
ら
れ
る
折
か
ら
、
家
主
上
田
与
次
右
衛
門
が
や
っ
て
き

て
、
日
露
戦
争
旅
順
港
封
鎖
が
決
死
隊
の
尽
力
で
成
功
し
た
こ
と
、

そ
し
て
日
本
軍
に
ほ
と
ん
ど
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
た
っ
た
一
人
の

戦
死
者
が
梅
原
健
三
で
あ
っ
た
こ
と
を
告
げ
る
。
決
死
隊
の
中
で
健

三
一
人
が
名
誉
の
戦
死
を
遂
げ
た
こ
と
を
家
人
は
悲
し
み
つ
つ
も

喜
ぶ
。
家
主
が
家
人
を
励
ま
す
と
、
父
は
、
昔
は
武
士
で
あ
っ
た
た

め
戦
死
は
常
々
覚
悟
し
て
い
た
こ
と
を
語
る
。
母
は
、
健
三
が
出
征

後
の
去
春
築
港
に
寄
港
し
た
時
も
、
一
旦
軍
人
と
な
っ
た
か
ら
は
死

ん
だ
者
と
思
っ
て
も
ら
い
、
家
族
に
会
っ
て
色
々
と
物
を
思
わ
な
い

た
め
に
わ
ざ
と
帰
宅
し
な
か
っ
た
こ
と
や
、
い
つ
か
帰
還
す
る
こ
と

を
楽
し
ん
で
い
た
甲
斐
が
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
く
ど
き
泣
く
。

　

折
か
ら
そ
こ
へ
健
三
の
手
紙
が
届
く
。
そ
れ
は
健
三
が
戦
死
の
前

に
送
っ
た
手
紙
で
あ
っ
た
。
父
が
封
を
切
り
、
手
紙
を
読
み
上
げ

る
。
手
紙
に
は
、
旅
順
港
封
鎖
の
為
の
決
死
隊
に
志
願
し
た
こ
と
、

自
分
の
死
を
嘆
か
な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
、
先
立
つ
こ
と
を
詫

び
る
こ
と
な
ど
が
書
か
れ
て
い
た
。
涙
で
目
が
か
す
む
父
は
家
主
に

手
紙
を
渡
す
。
手
紙
の
続
き
に
は
、
父
が
健
三
の
武
運
長
久
を
願

い
、
酒
を
断
っ
て
楠
公
へ
日
参
し
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
が
書
か
れ

て
い
る
。
次
い
で
家
主
に
代
わ
っ
て
母
が
、
母
や
弟
妹
へ
の
労
り
の

文
面
を
読
む
。
泣
き
出
し
た
母
に
代
り
、
父
が
手
紙
の
末
尾
に
書
か

れ
た
健
三
の
辞
世
の
句
ま
で
読
み
継
ぐ
。
父
母
は
、
息
子
は
名
誉
の

戦
死
に
よ
っ
て
神
に
な
っ
た
の
だ
と
泣
き
な
が
ら
も
笑
い
あ
う
。
嘆

き
の
中
へ
豊
野
の
村
長
が
訪
ね
来
て
、
東
郷
司
令
長
官
と
坂
本
艦
長

か
ら
の
慰
問
状
を
渡
す
。
又
、
斎
藤
郡
長
も
現
わ
れ
て
海
軍
か
ら
慰

問
金
五
百
円
の
下
賜
が
あ
る
旨
と
贈
位
の
沙
汰
を
伝
え
、
そ
の
他
有

志
の
面
々
も
連
れ
立
っ
て
来
て
多
く
の
物
品
を
梅
原
家
に
進
呈
し
、

夫
婦
は
皆
の
恵
み
に
感
謝
す
る
の
だ
っ
た
。

　

以
上
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、「
薫
梅
忠
義
魁
」
で
は
「
艶
容
女
舞
衣
」

酒
屋
の
段
に
み
ら
れ
る
、
手
紙
を
輪
読
す
る
と
い
う
趣
向
を
使
っ
て
い

る
。
ま
た
、
弥
太
夫
文
庫
九
五
一
の
写
本
に
は
、
登
場
人
物
に
つ
い
て

の
弥
太
夫
の
覚
え
書
き
と
お
ぼ
し
き
資
料
が
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
。
こ

の
資
料
に
は
、
父
親
に
つ
い
て
「
竹
治
郎　

六
十
才　

昔
は
安
ひ
武
士

な
れ
ど
今
は
貧
苦
ノ
百
姓
ゆ
へ
世
話
詞
三
か
つ
の
酒
や
半
兵
ヘ
を
病
人

に
て
語
ル
心
（
病
苦
を
忘
れ
）
の
所
よ
り
強
ふ
成
り
忠
臣
講
釈
の
喜
内

に
語
る
」
と
あ
り
、
母
親
は
「
女
房
は
る　

五
十
四
五
才　

三
か
つ
酒

や
の
母
ト
同
じ
様
語
ル
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
主
要
登
場
人
物
の
二
人

と
も
に
酒
屋
の
半
兵
衛
と
母
親
を
意
識
し
て
造
形
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
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わ
か
る
。「
薫
梅
忠
義
魁
」
に
あ
る
「
遠
く
離
れ
た
出
来
事
を
夢
に
み

る
」（
例
、「
仮
名
写
安
土
問
答
」
初
段
）
こ
と
や
、「
書
置
き
」（
こ
の

場
合
は
郵
送
さ
れ
た
「
遺
書
」）
を
読
む
（
例
、「
太
平
記
忠
臣
講
釈
」

喜
内
住
家
の
段
）
と
い
っ
た
趣
向
は
、
近
世
以
来
浄
瑠
璃
の
中
で
頻
繁

に
利
用
さ
れ
て
き
た
。
時
事
的
で
新
奇
な
題
材
を
用
い
な
が
ら
も
、
そ

の
作
劇
法
は
、
近
世
以
来
の
浄
瑠
璃
が
積
み
上
げ
て
き
た
古
典
的
手
法

に
よ
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
父
母
の
名
前
や
梅
原
健
三
の
出

身
地
な
ど
の
具
体
的
な
事
項
は
、
朝
日
新
聞
の
報
道
に
よ
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、「
梅
原
機
関
兵
の
逸
聞
」
と
題
す
る
明
治
三
十
七
年
三
月
六

日
の
朝
日
新
聞
の
記
事
で
は
、
梅
原
健
三
が
、
出
征
後
近
く
に
寄
港
し

た
際
、
わ
ざ
と
家
に
帰
ら
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ

の
他
に
も
、
死
後
に
手
紙
が
届
い
た
こ
と
、
海
軍
か
ら
慰
問
金
五
百
円

が
出
た
こ
と
、
叙
勲
の
噂
の
こ
と
、
手
紙
で
父
親
の
断
酒
を
や
め
る
よ

う
に
頼
む
こ
と
と
い
っ
た
作
中
で
触
れ
ら
れ
て
い
た
事
柄
は
、
す
べ
て

朝
日
新
聞
の
記
事
に
も
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
読
売
新
聞
や
日
日

新
聞
な
ど
で
は
、
こ
こ
ま
で
梅
原
健
三
に
つ
い
て
詳
し
く
取
材
し
て
い

る
記
事
は
な
い
。
作
者
村
松
柳
江
が
元
朝
日
新
聞
社
勤
務
で
あ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
作
者
は
梅
原
健
三
に
つ
い
て
の
か
な
り
詳
し
い
情
報
が
入

手
で
き
、
そ
れ
を
作
劇
に
生
か
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
作
品
自
体
は
、

戦
争
で
息
子
を
失
っ
た
両
親
の
嘆
き
を
中
心
と
し
た
単
純
な
愁
嘆
場
を

眼
目
に
し
た
世
話
物
的
な
一
幕
で
あ
り
、
優
れ
た
戯
曲
内
容
を
備
え
て

い
る
と
は
言
い
難
い
。

　

し
か
し
、
こ
の
「
薫
梅
忠
義
魁
」
は
、
非
常
に
好
意
的
に
当
時
の
観

客
ら
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
。『
浄
瑠
璃
雑
誌
』
に
は
、
当
時
の
素

人
会
で
演
じ
ら
れ
た
「
薫
梅
忠
義
魁
」
の
評
が
散
見
さ
れ
る
。
以
下
に

二
、三
の
例
を
挙
げ
て
み
る
。

○
日
露
戦
争
記
梅
原
住
家　

三
雀　

糸
松
谷

此
場
で
床
一
面
小
国
旗
を
釣
下
げ
て
出
演
、
氏
は
器
用
な
人
で

此
出
し
物
は
見
台
に
係
り
稽
古
せ
ら
れ
し
に
あ
ら
ず
、
人
の
稽

古
す
る
中
に
聞
覚
で
語
ら
る
ゝ
と
の
事
、
道
理
で
所
々
に
屑
有

た
夫
れ
は
次
の
如
し
〽
で○

き
港
口
を
ふ
さ
ご
う
と
て
」
此
で○

は

濁
り
い
り
ま
せ
ん
〽
神
仏
の
か
こ
を○

と
」
引
字
〽
名
誉
じ
や･･･

咳･･･

」
答
へ
ず
〽
せ
く
り･･･

咳
」
前
同
断
〽
た
の
し
ん
で
居

た
か
い
も
な
い
〽
此
所
は
（
味
ひ
）
の
声
有
た
、
上
田
の
手
紙

の
読
癖
は
宜
か
つ
た
が
〽
何
々
前
ら○

く
」
此
ら○

は
り○

○や
な
り
〽

そ
へ
ば
へ
ば
」
候○

○
○
○

ら
え
ば
の
絶
句
か
〽
轟
き
渡
る
万
々
歳
」
で

前
大
拍
手
す
、
終
り
に
前
よ
り
万
歳
の
声
沢
山

）
21
（

○
日
露
戦
争
記
梅
原
住
家
口　

三
石　

糸
猿
治
郎

氏
の
語
り
居
ら
る
ゝ
前
に
女
連
れ
の
三
人
皆
ハ
ン
カ
チ
を
濡
し

泣
て
居
た
は
語
り
様
も
宜
し
か
つ
た
に
相
違
な
く
悪
け
れ
ば
泣

し
き
浄
瑠
璃
も
可
笑
成
る
道
理
な
り
、
併
し
お
鼻
は
延
さ
れ
な
、

作
の
宜
敷
に
も
依
り
又
梅
原
氏
の
忠
臣
の
功
に
感
じ
た
の
な
ら

ん
が
御
手
柄
は
御
誉
申
置
く
然
れ
共
竹
治
郎
の
〽
胸
に
満
く
る

せ
ぐ
り
咳
」
の
咳
は
不
印
で
在
た
、
此
咳
は
お
口
に
合
迄
咳
抜
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で
語
ら
れ
る
方
宜
し
か
ら
ん
と
思
ふ
〽
泣
し
づ
む
」
で
三
七
十

氏
と
変
わ
る

○
同　

奥　

三
七
十　

糸
同

〽
折
か
ら
表
へ
い
つ
き
せ
き
ハ
イ
郵
便
」
よ
り
語
ら
る
竹
治
郎

の
泣
笑
で
（
拍
手
）
豊
野
の
村
長
来
り
東
郷
司
令
長
官
并
に
八

島
の
艦
長
の
慰
問
状
〽
唯
今
役
場
へ
達
し
た
り
、
先
し○

け
ん
有

れ
」
と
語
ら
れ
し
は
心
得
ず
、
慰
問
状
の
試
験
は
有
る
筈
な
し

是
は
本
文
に
も
有
る
通
り
披
見
な
ら
ん
依
て
ひ○

け
ん
と
か
た
ら

れ
た
し
〽
遺
族
の
衆
へ
」
で
（
拍
手
）
〽
万
歳
々
々
万
々
才
」（
大

拍
手
）
に
終
ら
れ
た
、
此
演
題
の
率
先
者
丈
け
に
お
手
に
入
り

上
評

）
22
（ 

○
日
露
戦
争

梅
原
内
の
段　

掛
合　

糸　

大
三
郎

本
題
は
会
主
竹
本
弥
太
夫
の
作
に
て
時
局
柄
嬉
ば
し
き
語
物
な

り
、
さ
て
、
其
概
略
を
評
さ
む
に
演
者
の
中
に
て
は
一
俵
の
竹

二
郎
、
一
舛
の
女
房
お
春
が
呼
物
で
あ
る
、
一
俵
、
一
舛
の
前

受
け
は
中
々
紙
上
に
述
が
た
く
至
極
大
喝
采
で
あ
つ
た

）
23
（ 

（
※
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

　

こ
の
よ
う
に
『
浄
瑠
璃
雑
誌
』
の
記
事
か
ら
は
、
本
作
上
演
の
際
に

は
「
此
場
で
床
一
面
小
国
旗
を
釣
下
げ
て
出
演
」
し
て
い
た
り
、
最
後

に
は
「
万
歳
の
声
沢
山
」
挙
が
っ
て
い
た
り
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
、
婦
人
客
が
涙
を
流
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
芸
の
巧
さ
だ
け

で
は
な
く
、
作
の
良
さ
と
「
梅
原
氏
の
忠
臣
の
功
に
感
じ
た
の
な
ら
ん
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
作
自
体
が
「
時
局
柄
嬉
ば
し
き
語

物
」
と
さ
れ
て
い
る
。
今
か
ら
見
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
優
れ
た
戯
曲
と
は
言

い
難
い
「
薫
梅
忠
義
魁
」
に
、
当
時
の
観
客
を
共
感
せ
し
め
、
涙
さ
せ

る
力
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
観
客
の
感
動
の
裏

に
は
、
国
の
た
め
に
命
を
捧
げ
る
と
い
う
行
為
に
対
す
る
全
面
的
な
肯

定
が
あ
っ
た
こ
と
を
こ
れ
ら
の
記
述
は
裏
付
け
て
い
る
。

　

日
露
戦
争
時
の
日
本
を
覆
っ
て
い
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
ま
り

は
、
ま
た
別
の
日
露
戦
争
物
の
素
浄
瑠
璃
を
作
り
だ
し
た
。
小
島
錦
糸

軒
作
の
「
大や

ま
と
ご
こ
ろ

和
心
武ぶ
も
ん
の
か
が
み

門
鑑
」
旅
順
港
広
瀬
忠
死
場
で
あ
る
。「
大
和
心

武
門
鑑
」
は
、
日
露
戦
争
の
旅
順
閉
塞
隊
の
広
瀬
中
佐
の
戦
死
の
場
面

を
描
い
た
浄
瑠
璃
で
、『
浄
瑠
璃
雑
誌
』
第
三
十
八
号
に
詞
章
が
掲
載

さ
れ
た
後
、
日
露
戦
争
の
戦
勝
祝
賀
及
び
軍
神
広
瀬
中
佐
戦
死
一
周
記

念
祭
と
す
る
素
人
義
太
夫
の
会
で
、
作
者
本
人
が
語
っ
て
お
披
露
目
を

し
た
。
小
島
錦
糸
軒
は
、
素
人
義
太
夫
で
は
そ
れ
な
り
に
名
の
知
れ
た

人
物
で
あ
っ
た
が
、
家
業
は
紡
績
業
を
営
ん
で
お
り
、
そ
れ
ま
で
に
作

劇
に
関
わ
っ
た
こ
と
は
な
い
。）

24
（

彼
の
作
っ
た
「
大
和
心
武
門
鑑
」
は
、

「
其
価
値
を
認
む
る
能
わ
ず
」
と
い
う
評
価
が
あ
る
一
方
、「
錦
糸
軒
の

大
和
心
武
門
鑑
は
（
中
略
）
喝
采
に
始
ま
り
喝
采
に
終
り
頗
面
白
く
聞

か
さ
れ
た
り
」
と
い
う
肯
定
的
な
評
価
も
あ
る
。
題
材
が
広
瀬
中
佐
で

な
か
っ
た
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
戯
曲
的
価
値
の
低
い
新
作

が
非
常
に
喝
采
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

一
方
で
こ
の
よ
う
な
戦
争
種
の
時
局
物
へ
の
盲
目
的
な
肯
定
に
、
疑
問
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を
呈
す
る
同
時
代
の
声
も
あ
っ
た
。

大
阪
の
浄
瑠
璃
は
東
京
の
所
謂
義
太
夫
節
也
近
時
大
阪
に
於
て

も
将
た
東
京
に
あ
り
て
も
斯
界
の
隆
盛
を
企
図
せ
ん
と
せ
り
則

ち
曰
く
新
作
物
を
出
す
べ
し
曰
く
改
良
会
曰
く
研
究
会
と
然
れ

ど
も
吾
人
は
新
作
物
の
出
現
を
喜
ば
す
又
改
良
す
べ
き
に
あ
ら

ざ
る
を
知
り
断
じ
て
こ
れ
が
改
良
を
許
さ
ざ
る
者
也
（
中
略
）

今
日
に
在
り
て
は
往
昔
の
作
以
上
の
も
の
は
決
し
て
期
待
す
べ

か
ら
ざ
る
也
非
凡
の
作
者
の
出
で
ざ
る
限
り
は
得
て
望
む
べ
か

ら
ざ
る
也
頃
者
弥
太
夫
等
の
「
梅
原
住
家
」
の
如
き
錦
糸
軒
の

「
広
瀬
中
佐
」
の
如
き
要
す
る
に
ま
た
劣
悪
た
り
駄
作
た
る
を
免

れ
ず
。
焉
ん
ぞ
よ
く
古
作
家
に
及
ぶ
こ
と
を
得
ん
や
。（
後
略
）

）
25
（ 

　

こ
れ
は
「
早
稲
田　

弦
月
生
」
な
る
人
物
が
「
浄
瑠
璃
小
言
」
と
題

し
て
『
浄
瑠
璃
雑
誌
』
に
投
稿
し
た
文
章
の
抜
粋
で
あ
る
。
最
近
は
大

阪
や
東
京
で
よ
く
新
作
を
上
演
し
て
い
る
が
、「
薫
梅
忠
義
魁
」
や
「
大

和
心
武
門
鑑
」
の
類
は
劣
悪
な
駄
作
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
新
作
で
古
典

的
作
品
に
勝
る
作
は
な
い
。
斯
界
の
隆
盛
の
た
め
に
は
、
古
典
作
品
の

稽
古
が
肝
要
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
こ
の
文
の
趣
旨
で
あ
る
。
こ
の

「
浄
瑠
璃
小
言
」
に
小
島
錦
糸
軒
が
反
論
し
、
そ
こ
か
ら
弦
月
生
と
錦

糸
軒
と
の
誌
上
論
戦
が
ま
き
お
き
る
こ
と
に
な
る
。
と
も
あ
れ
、
弦
月

生
の
よ
う
に
、「
劣
悪
」
な
新
作
が
も
て
は
や
さ
れ
る
風
潮
に
眉
を
し

か
め
る
浄
瑠
璃
愛
好
家
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
は
留
意
し
て
お
き
た

い
。

　

し
か
し
、
当
時
の
芸
評
か
ら
推
測
す
る
に
、
弦
月
生
の
よ
う
な
戦
争

物
で
あ
る
故
に
人
気
の
あ
る
新
作
に
対
し
て
注
意
を
促
す
意
見
は
少
数

派
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
弥
太
夫
補
作
の
「
薫
梅
忠
義
魁
」
な

ど
は
明
治
三
十
八
年
出
版
の
活
字
本
『
浄
瑠
璃
名
作
集　

下
』
で
、
他

の
古
典
作
品
を
押
さ
え
て
下
巻
の
巻
頭
に
位
置
し
て
い
る
。
そ
れ
が
当

時
の
「
時
局
柄
」
で
あ
り
、
他
の
演
劇
・
芸
能
に
お
け
る
日
露
戦
争
物

が
多
く
作
ら
れ
た
背
景
に
も
こ
の
よ
う
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
明
治
三
十
七
年
二
月
東
京
座
の
坪
内
逍

遙
作
「
桐
一
葉
」
の
初
演
の
切
狂
言
に
は
、「
日に

ほ
ん
の
か
ち
ど
き

本
勝
和
歌
」
と
い
う

日
露
戦
争
物
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。「
日
本
勝
和
歌
」
が
上
演
さ
れ
た

の
は
東
京
の
劇
場
で
あ
る
が
、
当
時
、
東
西
問
わ
ず
多
く
の
日
露
戦
争

物
が
上
演
さ
れ
て
い
た
。（
例
、
明
治
三
十
七
年
三
月
中
座
「
旅
順
口

大
海
戦
」、
同
年
同
月
南
座
「
日
露
交
戦

予
備
兵
」、
同
年
四
月
歌
舞
伎
座
「
艦

隊
誉
夜
襲
」
な
ど
）
こ
の
よ
う
な
多
く
の
時
局
物
で
は
、
ニ
ュ
ー
ス
性
・

時
事
性
が
非
常
に
重
要
視
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
中
で
も
日

清
戦
争
物
で
名
を
挙
げ
た
川
上
音
二
郎
ら
の
新
演
劇
は
、
実
際
に
川
上

ら
が
戦
地
を
視
察
し
た
こ
と
が
新
聞
に
見
え
る
。
ま
た
、
戦
争
物
で
有

名
で
あ
っ
た
美
当
一
調）

26
（

も
従
軍
し
て
現
地
を
視
察
し
て
い
る
。
幻
燈
・

活
動
写
真
は
、
そ
の
時
の
現
地
の
風
景
を
そ
の
ま
ま
見
せ
た
も
の
で
あ

る
か
ら
時
事
性
そ
の
も
の
の
具
現
と
も
い
え
よ
う
。
近
代
は
メ
デ
ィ
ア

が
多
様
化
し
て
い
く
と
と
も
に
、
享
受
者
で
あ
る
「
国
民
」
の
情
報
に

対
す
る
欲
望
も
増
大
し
て
い
っ
た
時
代
で
あ
る
。「
薫
梅
忠
義
魁
」
に
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は
、
川
上
音
二
郎
ら
の
よ
う
な
戦
地
で
の
実
体
験
の
舞
台
化
に
あ
っ
た

生
々
し
い
衝
撃
は
な
い
。
し
か
し
、
近
世
以
来
人
々
の
情
緒
を
刺
激
し
、

作
中
に
感
情
移
入
せ
し
め
て
き
た
浄
瑠
璃
の
古
典
的
手
法
を
利
用
し

て
、
戦
争
で
息
子
を
失
っ
た
親
と
い
う
人
物
像
に
強
い
共
感
を
持
た
せ

る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
大
阪
の
観
客
に
と
っ
て

は
、
日
露
戦
争
で
一
躍
有
名
に
な
っ
た
大
阪
府
下
出
身
の
英
雄
、
梅
原

健
三
に
つ
い
て
の
真
実
を
知
り
た
い
と
い
う
欲
望
に
つ
い
て
も
、
大
い

に
応
え
る
作
品
で
あ
っ
た
。
当
時
の
観
客
が
求
め
て
い
た
「
実
説
の
舞

台
化
」
に
つ
い
て
そ
の
時
、
浄
瑠
璃
と
し
て
出
来
う
る
限
り
迫
ろ
う
と

し
て
い
る
一
例
と
い
え
よ
う
。

ま
と
め

　
「
薫
梅
忠
義
魁
」
は
、
戦
時
下
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
ま
り
を
背

景
に
素
人
義
太
夫
会
で
流
行
し
て
、
時
局
物
と
し
て
は
異
例
の
テ
キ
ス

ト
出
版
ま
で
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
後
、「
薫
梅
忠
義
魁
」
は
、
軍

人
の
忠
節
と
戦
時
下
に
お
け
る
子
を
亡
く
し
た
家
族
の
恩
愛
を
よ
く
描

い
て
い
る
も
の
と
し
て
、
時
事
性
を
失
っ
た
後
も
第
二
次
世
界
大
戦
へ

と
向
か
う
世
相
の
中
で
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
一

例
が
、
大
正
二
年
の
『
義
太
夫
節
調
査
書
』（
徳
島
県
教
育
委
員
会
、

一
九
一
三
年
）
で
あ
る
。
本
書
は
、
浄
瑠
璃
の
「
社
会
教
育
上
歓
迎
す

べ
き
」
作
品
は
ど
れ
か
と
い
う
こ
と
を
第
一
種
か
ら
第
四
種
ま
で
分
類

し
て
い
る
書
で
、
こ
の
中
の
第
一
種
の
掉
尾
に
「
薫
梅
忠
義
魁
」
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。「
薫
梅
忠
義
魁
」
作
品
解
説
に
は
、「
此
の
段
最
近
の

戦
役
を
経
と
し
て
叙
し
た
れ
ば
能
く
時
代
思
想
に
適
せ
り
。
軍
人
と
し

て
又
軍
人
の
親
と
し
て
忠
君
愛
国
の
赤
誠
言
外
に
溢
る
。
家
主
与
次
衛

門
の
同
情
、
後
援
国
民
の
任
務
又
か
く
の
如
く
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

軍
人
と
後
援
国
民
と
両
々
相
俟
つ
て
初
め
て
戦
果
を
全
う
し
得
べ
き
な

り
。」
と
あ
る
。「
薫
梅
忠
義
魁
」
は
、
日
露
戦
争
を
扱
っ
た
時
局
物
で

あ
る
が
、
大
正
期
以
後
も
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
称
揚
す
る
浄
瑠
璃
と
し

て
評
価
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
義
太
夫
節
調
査
書
』
の
第

一
種
の
巻
頭
は
、「
伽
羅
先
代
萩
」
で
あ
り
、
こ
の
作
も
戦
時
中
は
、

忠
義
の
為
に
子
を
見
殺
し
に
す
る
母
親
像
が
、「
日
本
婦
人
の
典
型
と

す
べ
き
好
教
訓
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
戦
争
で
家
族
を
失
っ
た
人
を
対

象
と
し
て
い
る
食
満
南
北
『
遺
族
読
本　

第
二
輯　

歌
舞
伎
に
顯
は
れ

た
る
忠
義
の
心
』（
京
都
市
役
所
、
一
九
四
二
）
で
は
、『
義
太
夫
節
調

査
書
』
と
同
じ
く
、
政
岡
と
子
を
失
っ
た
母
親
と
を
同
一
視
し
て
、
そ

の
犠
牲
の
尊
さ
を
賞
賛
す
る
こ
と
で
、
遺
族
ら
を
慰
撫
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
明
治
か
ら
昭
和
初
期
の
日
本
で
は
、
古
典
の
作
品
で
あ
っ
て
も
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
な
観
点
か
ら
利
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
近
代

以
降
、
太
閤
記
物
の
上
演
頻
度
が
高
く
な
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
に
は
す

で
に
触
れ
た
が
、
特
に
多
く
上
演
さ
れ
た
「
絵
本
太
功
記
」
は
、
象
徴

的
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
喚
起
す
る
作
品
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
例

え
ば
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
五
月
四
ツ
橋
文
楽
座
公
演
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
表
紙
（
図
版
１
）
で
は
、「
絵
本
太
功
記
」
の
明
智
光
秀
の
上
に

軍
艦
が
浮
か
び
、
戦
闘
機
が
飛
ん
で
い
る
。
戦
闘
機
と
「
絵
本
太
功
記
」

が
並
ぶ
と
い
う
文
楽
座
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
幅
は
、
現
在
の
我
々
の
想



/26 ―― 305

像
を
超
え
る
よ
う
だ
が
、
太
閤
記
に
お
け
る
「
国
威
発
揚
」
と
い
う
側

面
か
ら
見
る
と
き
は
、
じ
つ
は
そ
れ
ほ
ど
か
け
離
れ
た
も
の
で
は
な

か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
上
記
の
『
義
太
夫
節
調
査
書
』
の
評
価
基

準
も
、
い
か
に
軍
事
教
育
的
に
優
れ
て
い
る
か
と
い
う
所
に
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、「
薫
梅
忠
義
魁
」
の
よ
う
な
素
人
浄
瑠
璃
で
し
か
上
演
さ

れ
な
い
マ
イ
ナ
ー
な
曲
で
も
第
一
種
と
し
て
取
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、

太
閤
記
物
の
「
蝶
花
形
名
歌
島
台
」
小
坂
部
館
の
段
は
、
親
や
祖
父
が

忠
義
と
義
理
の
た
め
に
孫
を
見
殺
し
に
す
る
作
品
で
、
戦
後
の
文
楽
で

は
ほ
と
ん
ど
上
演
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、『
義
太
夫
節
調
査
書
』

で
は
、
第
一
種
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
非
常
に
教
育
的
効
果
の

高
い
作
品
で
あ
る
と
い
う
評
価
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
。『
遺
族
読

本
』
も
、『
義
太
夫
節
調
査
書
』
同
様
に
古
典
浄
瑠
璃
作
品
の
軍
事
教

育
的
な
利
用
例
の
一
例
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
現
在
で
は
時
局
物
と
は

考
え
ら
れ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
新
作
に
も
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
見
い

だ
せ
る
の
で
あ
る
。
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
六
月
初
演
の
新
作
「
小

鍛
冶
」
は
、
現
在
の
文
楽
で
も
し
ば
し
ば
上
演
さ
れ
る
演
目
で
あ
る
。

こ
の
「
小
鍛
冶
」
に
は
、
神
の
助
け
を
得
て
打
ち
上
が
っ
た
剣
に
対
す

る
「
か
ゝ
る
め
で
た
き
業
物
を
、
我
が
敷
島
の
精こ

こ
ろ神
と
な
し
、
四
海
を

治
め
た
ま
は
ん
に
は
、
高
麗
も
ろ
こ
し
の
民
草
も
御
稜
威
の
も
と
に
う

ち
靡
き
、
五
穀
成
就
や
君
萬
歳
と
、
伝
ふ
る
鍛
冶
の
道
ひ
ら
く
。」）

27
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と

い
う
能
〈
小
鍛
冶
〉
や
長
唄
の
「
小
鍛
冶
」（
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）

初
演
）
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
詞
章
が
あ
る
。「
高
麗
も
ろ
こ
し
の
民

草
も
御
稜
威
の
も
と
に
う
ち
靡
き
」
と
い
う
一
文
に
は
、
昭
和
十
六
年

初
演
と
い
う
時
代
性
が
表
わ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
文
楽
で
も
そ
の
ま

ま
に
語
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
愚
意
は
今
で
は
「
忘
れ
ら
れ
」
て
い
る
だ

ろ
う
。
近
代
文
楽
に
表
わ
れ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
、
現
代
に
及
ぼ
し

て
い
る
影
響
の
片
鱗
が
あ
る
。

　

浄
瑠
璃
の
本
分
は
時
代
物
で
あ
り
、
時
代
物
の
大
半
が
平
家
物
語
の

よ
う
な
軍
記
物
、
つ
ま
り
は
戦
争
を
描
い
て
い
る
。
し
か
し
、
義
太
夫

節
人
形
浄
瑠
璃
が
最
盛
期
を
迎
え
た
延
享
・
寛
延
期
は
、
国
内
最
後
の

戦
争
で
あ
る
大
坂
の
陣
か
ら
百
数
十
年
経
っ
て
い
る
。
古
典
の
浄
瑠
璃

作
品
で
は
、
戦
争
を
題
材
と
し
な
が
ら
も
、
軍
隊
同
士
の
戦
争
表
現
は

ほ
と
ん
ど
描
か
れ
な
い
。
実
際
の
戦
闘
場
面
で
は
な
く
、
戦
い
の
背
景

に
あ
る
人
間
模
様
の
喜
怒
哀
楽
を
語
る
の
が
常
で
あ
る
。
近
代
に
入
り

近
世
よ
り
も
戦
争
が
身
近
な
も
の
と
な
る
と
、
文
楽
で
も
同
時
代
の
他

図版１　�昭和十六年五月四ツ橋文楽座プ
ログラム表紙（個人蔵）
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の
演
劇
や
芸
能
と
同
じ
よ
う
に
、
ニ
ュ
ー
ス
的
に
、
あ
る
い
は
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
的
に
戦
争
の
戦
闘
場
面
を
表
現
す
る
こ
と
も
行
わ
れ
た
。
し
か

し
、
そ
う
し
た
時
事
性
を
重
視
し
た
作
品
よ
り
も
、
近
世
と
同
じ
作
劇

法
に
則
っ
て
つ
く
ら
れ
た
「
薫
梅
忠
義
魁
」
の
よ
う
な
作
品
の
方
が
結

果
と
し
て
は
テ
キ
ス
ト
が
後
世
に
伝
存
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

日
露
戦
争
の
時
局
物
は
、
当
時
の
文
楽
が
ど
の
よ
う
に
時
代
を
映
す
鏡

と
し
て
機
能
し
た
の
か
を
よ
く
表
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、

国
家
と
し
て
の
戦
争
が
連
続
し
た
近
代
で
は
、
直
接
に
戦
闘
を
描
か
ず

に
戦
争
を
語
る
と
い
う
古
典
的
作
劇
法
に
よ
る
新
作
に
も
、
国
民
全
員

に
通
じ
る
新
鮮
か
つ
普
遍
的
な
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
付
与
さ
れ
た
。
同
様

に
、
近
世
よ
り
も
戦
争
の
当
事
者
と
な
り
得
る
可
能
性
が
格
段
に
高
い

近
代
の
国
民
達
は
、
忠
義
の
た
め
に
肉
親
が
死
ぬ
と
い
う
近
世
以
来
の

古
典
作
品
に
も
そ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
あ
る
種
の
切
実
な
共
感
を
見
い

だ
す
こ
と
に
な
る
。
日
清
・
日
露
戦
争
か
ら
次
第
に
表
現
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
近
代
文
楽
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
第
二
次
世
界
大

戦
へ
む
け
た
昭
和
初
期
に
お
い
て
は
軍
事
教
育
的
な
意
図
を
伴
っ
た
国

策
の
後
押
し
を
受
け
て
更
に
露
骨
に
描
写
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し

て
、
つ
い
に
は
「
三
勇
士
名
誉
肉
弾
」
に
代
表
さ
れ
る
第
二
次
世
界
大

戦
下
に
お
け
る
時
局
物
の
乱
発
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

付
記　

本
稿
は
、
二
〇
一
二
年
度
日
本
演
劇
学
会 

秋
の
研
究
集

会 

ソ
ウ
ル
集
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
「
近
代
文
楽
の
太
閤
記
物

と
時
局
物
上
演
に
み
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
そ
の
展
開
」
を
増

補
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
日
の
席
上
で
ご
意
見
、
ご
教
示
下
さ
っ

た
会
場
諸
氏
に
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

注（１
） 

本
稿
に
お
け
る
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
は
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の

「
一
つ
の
共
同
体
と
し
て
の
国
家
と
い
う
理
念
を
前
面
に
か
か
げ
、
他
か

ら
の
圧
力
・
干
渉
を
排
し
て
、
そ
の
国
家
の
統
一
・
独
立
・
発
展
を
推
し

進
め
よ
う
と
す
る
思
想
や
運
動
。」
と
い
う
定
義
に
基
本
的
に
は
従
う
が
、

特
に
、
近
代
の
日
本
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
特
徴
で
あ
る
「
国
家

至
上
主
義
の
主
張
、
記
紀
神
話
に
依
拠
す
る
国
体
観
、
特
に
精
神
文
化
に

お
け
る
日
本
文
化
の
優
越
論
」（『
国
史
大
辞
典
』）
が
強
く
表
れ
る
精
神

活
動
を
指
す
。

（
２
） 

講
談
社
学
術
文
庫
一
九
六
六
（
講
談
社
、
一
九
六
六
年
）。
初
出
は
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
『〈
声
〉
の
国
民
国
家
・
日
本
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、

二
〇
〇
〇
年
）。

（
３
） 

引
用
は
、
富
岡
泰
「「
文
楽
の
新
作
」
覚
え
書
」（『
楽
劇
学
』
第
十
七
号
、

楽
劇
学
会
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）
に
よ
る
。

（
４
） 「
三
勇
士
名
誉
肉
弾
」
関
連
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
児
玉
竜
一
翻
刻
「
三

勇
士
名
誉
肉
弾
」（『
歌
舞
伎
研
究
と
批
評
』
二
十
四
、
歌
舞
伎
学
会
、

一
九
九
九
年
十
二
月
）
や
斉
藤
雅
美
「
肉
弾
三
勇
士
雑
話
―
戦
争
プ
ロ
パ

ガ
ン
ダ
と
芸
能
―
」（『
藝
能
』
十
三
号
、
藝
能
学
会
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）

参
照
。

（
５
） た
だ
し
、
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
座
が
上
演
し
た
日
清
・
日
露
戦
争
物
の
作
品

に
つ
い
て
は
、
久
堀
裕
朗
・
神
津
武
男
「
淡
路
座
上
演
作
品
解
題
」（『
引

田
家
資
料　

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
元
祖
上
村
源
之
丞
座
座
本
』（
引
田
家
資
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料
調
査
委
員
会
、
二
〇
一
一
年
）
所
収
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
６
） 「
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
が
、
古
典
劇
と
し
て
の
存
在
を
確
立
し
え
た
の
は
、

こ
の
寛
政
期
浄
瑠
璃
復
興
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
と
い
っ
て
よ
い
」（
内
山
美

樹
子
「
解
説
」（
内
山
美
樹
子
・
延
広
真
治
校
注 

新
日
本
古
典
文
学
大
系

九
四
『
近
松
半
二

江
戸
作
者

浄
瑠
璃
集
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
）
所
収
））。

（
７
） 

本
稿
に
お
け
る
「
太
閤
記
物
」
と
は
、
太
閤
豊
臣
秀
吉
に
あ
た
る
人
物
が

登
場
す
る
浄
瑠
璃
作
品
群
を
指
す
。
浄
瑠
璃
の
太
閤
記
物
作
品
群
に
つ
い

て
は
拙
稿
「
十
八
世
紀
の
人
形
浄
瑠
璃
界
と
太
閤
記
物
」（『
楽
劇
学
』
第

十
六
号
、
楽
劇
学
会
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
８
） 

内
山
美
樹
子
「
十
八
世
紀
後
期
の
「
竹
本
座
」
と
「
豊
竹
座
」」（『
浄
瑠

璃
史
の
十
八
世
紀
』（
勉
誠
社
、
一
九
八
九
年
）
所
収
）
お
よ
び
松
崎
仁

「
寛
政
期
の
浄
瑠
璃
復
興
」（
岩
波
講
座 

歌
舞
伎
・
文
楽
第
九
巻
『
黄
金

時
代
の
浄
瑠
璃
と
そ
の
後
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）
所
収
）
参
照
。

（
９
） 

寛
政
期
に
お
け
る
太
閤
記
物
流
行
の
具
体
例
に
関
し
て
、
歌
舞
伎
に
お
け

る
太
閤
記
物
諸
作
品
に
つ
い
て
は
、
上
野
典
子
「
寛
政
年
間
上
方
歌
舞
伎

に
み
え
る
「
太
閤
記
」
の
世
界
」（『
国
語
国
文
』
七
十
二
巻
十
二
号
、
京

都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
集
、
二
〇
〇
三
年
）、
浄
瑠
璃

に
お
け
る
太
閤
記
物
諸
作
品
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
十
八
世
紀
の
人
形
浄

瑠
璃
界
と
太
閤
記
物
」（
前
掲
注（
７
））
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
10
） 

上
演
回
数
等
の
統
計
に
つ
い
て
は
、
宮
田
繁
幸
「
近
世
に
お
け
る
人
形
浄

瑠
璃
興
業
傾
向
に
つ
い
て
―
義
太
夫
年
表
資
料
を
中
心
と
し
て
―
」（『
演

劇
学
』
三
十
三
号
（
早
稲
田
大
学
文
学
部
演
劇
研
究
室
、
一
九
九
二
年
三

月
））
を
参
照
し
た
。

（
11
） 

宮
田
氏
前
掲
論
文
（
注（
10
））
参
照
。

（
12
） 

引
用
は
、
井
上
泰
至
・
金
時
徳
『
秀
吉
の
対
外
戦
争
：
変
容
す
る
語
り
と

イ
メ
ー
ジ 

―
前
近
代
日
朝
の
言
説
空
間
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
一
年
）

に
よ
る
。

（
13
） 『
義
太
夫
年
表
』
明
治
篇
（
義
太
夫
年
表
刊
行
会
、
一
九
五
六
年
）
所
収

番
付
翻
刻
お
よ
び
文
化
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（http://www2.ntj.

jac.go.jp/dglib/

）
掲
載
の
番
付
影
印
（U

-06

）
参
照
。
以
下
、
本
稿
で

触
れ
る
明
治
期
の
番
付
は
同
書
お
よ
び
同
Ｈ
Ｐ
掲
載
番
付
翻
刻
・
影
印
を

参
照
。

（
14
） 『
義
太
夫
年
表
』
明
治
篇
道
具
帖
か
ら
日
露
戦
争
物
の
上
演
を
推
定
で
き

る
こ
と
は
、
小
島
智
章
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
こ
の
場
を
か
り
て
篤

く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

（
15
） 

引
用
は
、
木
谷
蓬
吟
『
五
世
竹
本
弥
太
夫　

芸
の
六
十
年
』（
私
家
版
、

一
九
三
五
年
）
に
よ
る
。

（
16
） 

後
述
す
る
「
薫
梅
忠
義
魁
」
の
諸
本
で
も
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、「
薫

梅
忠
義
魁
」
の
角
書
き
や
段
名
、
外
題
の
読
み
は
、
諸
書
に
よ
っ
て
異

な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
基
本
的
に
五
行
本
の
表
記
と
段
名
、
読
み
を

採
用
す
る
。

（
17
） 

村
松
柳
江
に
つ
い
て
は
、『
新
訂　

政
治
家
人
名
事
典　

明
治
〜
昭
和
』

（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
株
式
会
社
、
二
〇
〇
三
年
）
に
「
村
松　

恒
一
郎   

む
ら
ま
つ
・
つ
ね
い
ち
ろ
う　

衆
院
議
員
（
立
憲
民
政
党
）　

生
・
元
治

一
年
四
月
（
一
八
六
四
年
）　

没
・
昭
和
十
五
年
六
月
五
日　

出
身
・
伊

予
国
（
愛
媛
県
）　

学
・
同
人
社
（
明
治
十
七
年
）
卒　

歴
・
高
野
山
大

学
英
学
教
師
、
東
京
朝
日
新
聞
な
ど
の
記
者
を
経
て
、
明
治
三
十
九
年
政

治
雑
誌
「
大
国
民
」
を
発
刊
し
、
ま
た
日
刊
大
東
通
信
社
社
長
と
な
る
。

四
十
一
年
衆
院
議
員
と
な
り
当
選
五
回
。
社
会
事
業
調
査
会
委
員
、
立
憲

民
政
党
総
務
を
務
め
た
。」
と
あ
る
。
ま
た
、
末
広
鉄
腸
・
村
松
柳
江
著

『
戦
後
の
日
本
』
後
編
（
青
木
嵩
山
堂
、
一
八
九
七
年
）
に
は
、
序
に
村

松
柳
江
の
署
名
が
あ
り
、
同
書
の
刊
記
に
は
「
著
者　

村
松
恒
一
郎
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
村
松
柳
江
と
恒
一
郎
が
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
18
） 

竹
中
清
助
編
『
浄
瑠
璃
名
作
集　

下
』（
加
島
屋
竹
中
書
店
、
明
治
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三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
九
月
）
所
収
、「
日　

露

戦
争
記

薫
梅
忠
義
魁　

梅
原
健
三

住
家
の
段
」。
目
録
題
は
「
薫
は
な
の
あ
に
ち
ゅ
う
ぎ
さ
き
が
け

梅
忠
義
魁
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
19
） 
請
求
番
号
：
弥
太
夫
九
〇
〇
「
日
露
戦
争
記　

梅
原
住
家
の
段
」、
請
求

番
号
：
弥
太
夫
九
五
一
「
日
露
戦
争
薫
梅
忠
義
魁　

梅
原
住
家
段
」、
請

求
番
号
：
弥
太
夫
九
五
二
「
日
露
戦
争
記　

薫
梅
忠
義
魁　

梅
原
住
家
の

段
」
の
三
本
。

（
20
） 

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館
蔵
、
整
理
番
号
：
公
民
館
〇
二
二
「
薫
梅
忠
義

魁　

梅
原
住
家
」。

（
21
） 

引
用
は
、『
浄
瑠
璃
雑
誌
』
第
三
十
八
号
（
浄
瑠
璃
雑
誌
社
、
一
九
〇
五

年
一
月
）
所
載
、
十
一
月
十
六
日
開
催
の
松
谷
連
の
素
人
会
の
記
事
に
よ

る
。

（
22
） 

引
用
は
、『
浄
瑠
璃
雑
誌
』
第
三
十
八
号
（
前
掲
注（
21
））
所
載
、
十
一

月
二
十
三
日
開
催
の
弥
太
夫
の
素
人
弟
子
の
会
、
瓢
会
の
記
事
に
よ
る
。

（
23
） 

引
用
は
、『
浄
瑠
璃
雑
誌
』
第
四
十
一
号
（
浄
瑠
璃
雑
誌
社
、
一
九
〇
五

年
六
月
）
所
載
、
三
月
十
六
日
開
催
の
瓢
会
の
記
事
に
よ
る
。

（
24
） 

小
島
錦
糸
軒
と
「
大
和
心
武
門
鑑
」
の
評
に
つ
い
て
は
、『
浄
瑠
璃
雑
誌
』

第
四
十
一
号
（
前
掲
注（
22
））
所
収
、「
院
本
大
和
心
武
門
鑑
の
目
評
」

の
記
事
に
以
下
の
様
に
あ
る
。

小
島
錦
糸
軒
と
は
如
何
な
る
人
か
世
人
は
必
ず
記
憶
す
べ
し
、
山

口
県
人
に
し
て
嘗
て
大
阪
毎
日
新
聞
の
素
人
浄
瑠
璃
人
気
投
票
の

際
其
第
五
六
位
を
占
め
た
る
人
気
者
、
居
を
山
口
町
道
場
門
前
に

構
ゆ
、
美
声
婉
曲
夙
に
西
陸
に
聞
へ
高
し
、
頃
者
院
本
「
大
和
心

武
門
鑑
」
を
作
し
節
を
付
け
以
て
浄
瑠
璃
雑
誌
に
掲
載
さ
せ
ら
れ

た
る
を
見
る
、
予
は
小
島
大
人
か
素
人
浄
瑠
璃
界
に
於
け
る
一
方

の
雄
鎮
た
る
を
聞
く
も
未
だ
院
本
著
作
の
上
に
如
何
ほ
ど
の
伎
倆

を
有
す
る
や
を
絶
て
聞
か
ず
、
今
此
作
を
観
読
す
る
に
、
大
体
の

趣
向
に
は
伏
起
波
乱
の
認
む
べ
き
も
の
な
く
頗
る
坦
々
と
叙
せ
ら

れ
た
り
文
字
上
の
議
論
は
暫
く
措
き
単
に
些
細
な
る
文
句
の
上
よ

り
強
て
批
評
を
試
む
れ
ば
往
々
曖
昧
模
糊
の
点
あ
り
、
之
実
に
著

者
が
苦
心
惨
憺
の
所
な
る
べ
き
も
一
読
人
を
し
て
感
動
せ
し
む
る

に
至
ら
ざ
る
は
隔
靴
掻
痒
の
感
あ
り
更
に
御
工
夫
あ
り
て
然
る
べ

ふ
存
ず
る
（
中
略
）
要
す
る
に
予
不
敏
に
し
て
院
本
と
し
て
は
未

だ
其
価
値
を
認
む
る
能
わ
ず
（
後
略
）

（
25
） 

引
用
は
、『
浄
瑠
璃
雑
誌
』
第
四
十
二
号
（
浄
瑠
璃
雑
誌
社
、
一
九
〇
五

年
七
月
）
所
載
、
早
稲
田　

弦
月
生
執
筆
の
「
浄
瑠
璃
小
言
」
と
い
う
投

稿
文
に
よ
る
。

（
26
） 

軍
事
講
釈
で
知
ら
れ
る
美
当
一
調
は
、
三
味
線
を
伴
奏
に
浪
花
節
の
よ
う

な
節
を
つ
け
た
、
戦
争
に
取
材
し
た
語
り
物
を
得
意
と
し
た
。
九
州
の
出

で
、
日
清
戦
争
時
に
著
名
と
な
り
、
日
露
戦
争
当
時
は
大
阪
な
ど
で
も
非

常
に
流
行
し
て
い
た
。
安
田
宗
生
「
国
家
と
大
衆
芸
能
―
軍
事
講
談
師
美

當
一
調
の
軌
跡
―
」（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）
に
詳
し
い
。

（
27
） 

引
用
は
、「
小
鍛
冶
」
初
演
時
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
記
載
の
床
本
に
よ
る
。

ま
た
、
本
曲
は
、
文
楽
に
先
立
っ
て
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
明
治
座

の
歌
舞
伎
で
上
演
さ
れ
て
い
る
。
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